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朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
・
九
大
文
学
部
提
携
講
座
「
旅
の
人
文
学
」

第
一
回
「
漢
詩
に
お
け
る
旅
」

二
〇
一
一
年
四
月
十
六
日
（
土
）

中
国
文
学
・
静
永

健
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①
送
沈
子
福
帰
江
東

王
維
（
盛
唐

七
〇
一
？
～
七
六
一
）

お

う

い

沈
子
福
の
江
東
に
帰
る
を
送
る

し
ん

し
ふ
く

こ
う
と
う

楊
柳
渡
頭
行
客
稀

楊

柳
の
渡
頭

行
客
稀
に

よ
う
り
ゅ
う

と

と

う

ま
れ

罟
師
盪
槳
向
臨
圻

罟
師

槳
を
盪
か
し
て

臨
圻
に
向
か
ふ

こ

し

か
じ

う
ご

り

ん

き

唯
有
相
思
似
春
色

唯
だ
有
り

相
思
の
春
色
に
似
て

た

そ

う

し

江
南
江
北
送
君
帰

江
南
江
北

君
が
帰
る
を
送
る

柳
し
だ
れ
る
渡
し
場
に
、
君
は
ひ
と
り
小
舟
の
中
。
船
頭
は
、
ゆ
ら
り
ゆ
ら
り
と
艪
を
漕
い
で
、

ろ

こ

向
こ
う
岸
ま
で
進
み
行
く
。
で
も
春
景
色
だ
け
は
正
直
に
、
江
の
両
岸
に
花
び
ら
散
ら
せ
、

君
の
旅
路
を
ど
こ
ま
で
も
見
送
る
。

②

遊
山
西
村

陸
游
（
南
宋

一
一
二
五
～
一
二
〇
九
）

り
く
ゆ
う

山
西
の
村
に
遊
び
て

莫
笑
農
家
臘
酒
渾

笑
ふ
な
か
れ

農
家
の
臘
酒

渾
れ
る
を

ろ
う
し
ゅ

に
ご

豊
年
留
客
足
鶏
豚

豊
年

客
を
留
め
て

鶏
豚
足
れ
り

た

山
重
水
複
疑
無
路

山
重
な
り
水

複

り
て

路
無
き
か
と
疑
ふ
に

か
さ

ま
じ
は

み
ち

柳
暗
花
明
又
一
村

柳
暗
く
花
明
ら
か
な
る
と
こ
ろ

又

一
村

く
ら

あ
き

ま
た

簫
鼓
追
随
春
社
近

簫
鼓

追
随
し
て

春

社
近
く

し
ょ
う
こ

し
ゅ
ん
し
ゃ

衣
冠
簡
朴
古
風
存

衣
冠

簡
朴
に
し
て

古
風
存
す

か
ん
ぼ
く

こ

ふ

う

従
今
若
許
閑
乗
月

今
よ
り

も
し
閑
に
月
に

乗

ず
る
を
許
さ
ば

か
ん

じ
ょ
う

ゆ
る

拄
杖
無
時
夜
叩
門

杖
を
拄
き

時
無
く
し
て

夜

門
を
叩
か
ん

つ
え

つ

と

き

な

た
た

農
家
仕
込
み
の
濁
酒
だ
が
、
豊
年
満
作
で
ご
馳
走
は
た
ん
ま
り
…
…

そ
ん
な
村
里
を
訪
ね
て
、
西
の
山
を

ど
ぶ
ろ
く

越
え
て
歩
い
た
。
幾
重
も
山
を
通
り
越
し
、
複
雑
に
合
流
す
る
川
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
も
う
こ
の
先
に
人
家
は

無
い
か
と
思
っ
た
途
端
、
柳
の
若
葉
の
向
こ
う
に
パ
ッ
と
春
の
花
が
咲
き
誇
り
、
ま
た
一
つ
の
小
さ
な
集
落
に

と

た

ん

辿
り
着
い
た
。

た
ど

今
日
は
春
祭
り
―
―
。
笛
や
太
鼓
も
面
白
く
、
装

束
は
い
か
に
も
時
代
を
感
じ
さ
せ
る
古
め
か
し
さ
、
い

し
ょ
う
ぞ
く

や
、
実
に
な
つ
か
し
い
。
月
明
か
り
の
夜
、
ま
た
暇
が
取
れ
た
ら
、
杖
を
つ
き
、
真
夜
中
で
あ
っ
て
も
、
こ
の

ひ
ま

村
の
門
を
叩
こ
う
。
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③

桃
花
源
記

陶
淵
明
（
六

朝
晋
末
～
宋

三
六
五
～
四
二
七
）

と

う

か

げ

ん

き

と
う
え
ん
め
い

り
く
ち
ょ
う

晋
太
元
中
、
武
陵
人
、
捕
魚
為
業
。

晋
の
太
元
中
、
武
陵
の
人
、
魚
を
捕
ふ
る
を

業

と
為
す
。

し
ん

た
い
げ
ん

ぶ
り
ょ
う

と
ら

な
り
は
ひ

縁
渓
行
、
忘
路
之
遠
近
。

渓
に
縁
っ
て
行
き
、
路
の
遠
近
を
忘
る
。

た
に

そ

忽
逢
桃
花
林
。

忽

ち
桃
花
の
林
に
逢
ふ
。

た
ち
ま

夾
岸
数
百
歩
、
中
無
雑
樹
、

岸
を
夾
む
こ
と
数
百
歩
、
中
に
雑
樹
無
く
、

芳
草
鮮
美
、
落
英
繽
紛
。

芳
草
鮮
美
に
し
て
、
落
英
繽
紛
た
り
。

ほ
う
そ
う

ひ
ん
ぷ
ん

漁
人
甚
異
之
、

漁
人

甚

だ
之
れ
を
異
と
し
、

は
な
は

復
前
行
、
欲
窮
其
林
。

復
た
前
み
行
き
、
其
の
林
を
窮
め
ん
と
欲
す
。

す
す

き
は

林
尽
水
源
、
便
得
一
山
。

林
は
水
源
に
尽
き
、

便

ち
一
山
を
得
た
り
。

す
な
は

山
有
小
口
、
髣
髴
若
有
光
。

山
に
小
口
あ
り
、
髣
髴
と
し
て

光

有
る
が
ご
と
し
。

ほ
う
ふ
つ

ひ
か
り

便
捨
船
、
従
口
入
。

便
ち
船
を
捨
て
、
口
よ
り
入
る
。

初
極
狭
、
纔
通
人
。

初
め
極
め
て
狭
く
、
纔
か
に
人
を
通
す
の
み
。

わ
づ

復
行
数
十
歩
、
豁
然
開
朗
。

復
た
行
く
こ
と
数
十
歩
、
豁
然
と
し
て
開
朗
な
り
。

か
つ
ぜ
ん

土
地
平
曠
、
屋
舎
儼
然
。

土
地
は
平
曠
に
し
て
、
屋
舎
は
儼
然
た
り
。

へ
い
こ
う

げ
ん
ぜ
ん

有
良
田
美
池
桑
竹
之
属
。

良
田

美
池

桑
竹
の

属

あ
り
。

た
ぐ
ひ

阡
陌
交
通
、
鶏
犬
相
聞
。

阡
陌
は
交
り
通
じ
、
鶏
犬

相
ひ
聞
こ
ゆ
。

せ
ん
ぱ
く

其
中
往
来
種
作
男
女
衣
著
、
悉
如
外
人
。

其
の
中
に
往
来
種
作
せ
る
男
女
の
衣
著
、

悉

く
外
人
の
如
し
。

う
ち

こ
と
ご
と

黄
髪
垂
髫
、
並
怡
然
自
楽
。

黄
髪

垂

髫
、
並
び
に
怡
然
と
し
て
自
ら
楽
し
め
り
。

す
い
ち
ょ
う

い

ぜ

ん

見
漁
人
、
乃
大
驚
。

漁
人
を
見
て
、

乃

ち
大
い
に
驚
く
。

す
な
は

問
所
従
来
。
具
答
之
。

従
っ
て
来
た
る
所
を
問
ふ
。
具
さ
に
之
れ
に
答
ふ
。

よ

つ
ぶ

便
要
還
家
、
設
酒
殺
鶏
作
食
。

便
ち
要
へ
て
家
に
還
り
、
酒
を
設
け
鶏
を
殺
し
て
食
を
作
る
。

む
か

か
へ

ま
う

つ
ぶ

村
中
聞
有
此
人
、
咸
来
問
訊
。

村
中

此
の
人
あ
る
を
聞
き
、
咸
来
た
り
て
問
訊
す
。

み
な

も
ん
じ
ん

自
云
「
先
世
避
秦
時
乱
、
率
妻
子
邑
人
、

自
ら
云
く
「
先
世

秦
時
の
乱
を
避
け
、
妻
子
邑
人
を
率
ゐ
、

い
は

し
ん

ひ
き

来
此
絶
境
、
不
復
出
焉
。

此
の
絶
境
に
来
た
り
、
復
た
出
で
ず
。

い

遂
与
外
人
間
隔
。
」

遂
に
外
人
と
間
隔
せ
り
。
」
と
。

つ
ひ

問
「
今
是
何
世
。
」

問
ふ
「
今
は
是
れ
何
の
世
ぞ
。
」
と
。

こ

乃
不
知
有
漢
、
無
論
魏
晋
。

乃
ち
有
漢
を
知
ら
ず
、
魏
晋
に
論
な
し
。

ゆ
う
か
ん

ぎ

し

ん

此
人
一
一
為
具
言
所
聞
。
皆
歎
惋
。

此
の
人

一
一
為
に
具
さ
に
聞
く
所
を
言
ふ
。
皆

歎
惋
す
。

た
め

つ
ぶ

た
ん
わ
ん

餘
人
各
復
延
至
其
家
、

餘
人
も

各

の
復
た
延
き
て
其
の
家
に
至
ら
し
め
、

よ

じ

ん

お
の
お

ま
ね

皆
出
酒
食
、
停
数
日
辞
去
。

皆

酒
食
を
出
だ
し
、
停
ま
る
こ
と
数
日
に
し
て
辞
去
す
。

い

と
ど

じ

き

ょ

此
中
人
語
云
「
不
足
為
外
人
道
也
。
」

此
の
中
の
人

語
げ
て
云
く
「
外
人
の
為
に
道
ふ
に
足
ら
ざ
る
也
。
」

つ

た
め

い

既
出
。

既
に
出
づ
。

得
其
船
、
便
扶
向
路
、
処
処
誌
之
。

其
の
船
を
得
て
、
便
ち
向
の
路
に
扶
ひ
、
処
処
に
之
れ
を
誌
す
。

さ
き

そ

し
る

及
郡
下
、
詣
太
守
説
如
此
。

郡
下
に
及
び
、
太
守
に
詣
り
て
説
く
こ
と
此
く
の
如
し
。

い
た

か

太
守
即
遣
人
随
其
往
、

太
守

即
ち
人
を
遣
は
し
其
の
往
く
に
随
ひ
、

つ
か

尋
向
所
誌
、
遂
迷
不
復
得
路
。

向
に
誌
せ
し
所
を
尋
ぬ
る
も
、
遂
に
迷
ひ
て
復
た
路
を
得
ず
。

た
づ
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南
陽
劉
子
驥
、
高
尚
士
也
。

南
陽
の
劉
子
驥
は
、
高
尚
の
士
な
り
。

り
ゅ
う

し
き

聞
之
、
欣
然
規
往
、

之
れ
を
聞
き
、
欣
然
と
し
て
往
く
を

規

ふ
も
、

き
ん
ぜ
ん

う
か
が

未
果
、
尋
病
終
。

未
だ
果
た
せ
ず
、
尋
い
で
病
み
て
終
は
り
ぬ
。

つ

後
遂
無
問
津
者
。

後

遂
に
津
を
問
ふ
者
無
し
。

の
ち

し
ん

④

山
中
問
答

李
白
（
盛
唐

七
〇
一
～
七
六
二
）

り

は

く

山
中
の
問
答

問
余
何
意
棲
碧
山

余
に
問
ふ

何
の
意
ぞ
碧
山
に
棲
む

へ
き
ざ
ん

笑
而
不
答
心
自
閑

笑
っ
て
答
へ
ず

心
お
の
づ
か
ら
閑
な
り

か
ん

桃
花
流
水
窅
然
去

桃
花
流
水

窅
然
と
し
て
去
る

と
う
か
り
ゅ
う
す
い

よ
う
ぜ
ん

別
有
天
地
非
人
間

別
に
天
地
の
人
間
に
非
ざ
る
有
り

じ
ん
か
ん

も
し
も
し
、
貴
方
は
何
故
こ
ん
な
奥
深
い
山
に
住
ん
で
い
る
の
で
す
か
？

ふ
ふ
ん
、
私
の
こ
の
の
ん
び
り
と
し
た
心
の
安
ら
ぎ
は
、
お
前
に
は
わ
か
る
ま
い
。

ほ
ら
、
谷
川
の
上
流
か
ら
桃
の
花
び
ら
が
ゆ
っ
た
り
と
流
れ
て
く
る
じ
ゃ
な
い
か
、

こ
の
先
に
は
、
お
前
さ
ん
た
ち
俗
世
間
と
は
全
く
違
う
別
世
界
が
あ
る
の
だ
よ
。

旅
…
…
空
間
を
越
え
る
「
た
び
」

時
間
を
超
え
る
「
た
び
」

身
体
を
移
動
さ
せ
る
「
た
び
」

心
を
遊
ば
せ
る
「
た
び
」


